
「 J A 米 」の 生 産 基 準

品種特性表

JA無人ヘリ

その他

委託先名

防除委託

1．生産資材の選択
○種子更新100%      
○使用する肥料、農薬等の資材は、原則としてリストに
記載されているもの

2．肥培管理及び除草、病害虫防除
○施肥基準及び農薬の安全使用基準の遵守

3．収穫、出荷
○適期収穫と麦粒の混入防止

4．生産履歴の記帳・点検
○栽培管理表に記入漏れや間違いがないかの確認
○栽培管理表は自己点検チェックシートと一緒に提出

5．分別出荷・表示及び不適合品
○要件を満たさない米は、JA米として扱われませんので
注意しましょう。

稲作ごよみ(うるち米）平成30年産 柳 川 農 業 協 同 組 合
平 成 3 0 年 2 月 作 成

南 筑 後 普 及 指 導 セ ン タ ー
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○生育に影響を及ぼす用水の
　塩分濃度（NaCl）

農薬の飛散防止

月.日 cm kg月.日
8.17 上の上 弱やや弱85 5439.23元気つくし

田 植 直 後

出穂期前後

最高分げつ期

1,000ppm以下（2ms/cm）

2,000ppm以下（4ms/cm）

3,000ppm以下（6ms/cm）

紋枯病

老令幼虫
（15㎜）

防じん眼鏡と
マスクを
かける ● 薬剤散布の際は、3Mマスク等の防

　護具を必ず着けましょう。

● 炎天下での散布、体の具合の悪い時

　の散布や長時間の散布などはやめま

　しょう。

● 散布後は、衣類を着がえ手足顔など

　石けんで洗い飲酒はやめましょう。

コブノメイガ

農薬の中毒事故を防ぎましょう。

トビイロウンカ

成　虫
（10㎜）

若令幼虫
（1㎜）

老令幼虫
（2.5㎜）

メガネ

帽子
保護クリーム
農薬用マスク

ゴム手袋

保護衣
（防水）

ゴム長靴

 ● 冬場の耕起（越冬防止）   ● 取水口等に網
設置（侵入防止）   ● 田植後２～３週間の貝
捕殺 ● 溝切りを行ない、溝に貝を集める。

②薬剤防除
スクミノン

③稲の代りにエサを与える。
 ● 縦や輪切りにしたナス   ● 数日水に漬けた
柔らかい麦

スクミリンゴカイ対策
①耕種的防除
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籾数過剰による粒の充実不足を防ぐために
多肥（特に基肥）栽培は避けること。

化成肥料施用量（10a当たりkg）

除草剤防除基準
※箱施薬は一般（粉剤体系）に準ずる。

○収量品質安定のために下記の土壌改良資材を施用しましょう。（10a当たり）
ミネラルG140～200kg…ケイ酸と鉄分の補給
とれ太郎60kg･･･ケイ酸の補給
けい酸加里40kg／10ａ
アヅミン40kg･･･腐植酸の補給
○施肥改善による玄米タンパク含有率の低減（目標6.8％以下）

※麦ワラすき込みの場合（麦の収量400kgとして）は基肥を10kg増肥する。
※いずれの品種についても前年大豆作の場合は基肥を1～2割減肥する。
※一発肥料について:①地力により施肥量を加減する。
　　　　　　　　　 ②葉色が薄く推移するが、肥効が持続するので追肥はしない。
　　　　　　　　　 ③なるべく田植に近い時期に施用する。

液 剤 体 系

施 肥 基 準

土 づ く り

★「作付品種名」「作付面積」「主な作業月日」を記入して下さい。

品 種 名

作付面積

種子消毒 播種 田植え 雑草防除 穂肥 出穂日 収穫病害虫
防除

病害虫
防除

床土消毒

/   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日

種子消毒 播種 田植え 雑草防除 穂肥 出穂日 収穫病害虫
防除

病害虫
防除

床土消毒

/   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日

種子消毒 播種 田植え 雑草防除 穂肥 出穂日 収穫病害虫
防除

病害虫
防除

床土消毒

/   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日

種子消毒 播種 田植え 雑草防除 穂肥 出穂日 収穫病害虫
防除

病害虫
防除

床土消毒

/   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日 /   ～   日

/   ～   日

/   ～   日

/   ～   日

/   ～   日

元気つくし

作業月日

a

ヒノヒカリ

作業月日

a

作業月日

a

★使用された資材・農薬名に○と使用量を記入して下さい。（10a当たり）

実施項目

種　　子
購入数量

品種名　  元気つくし
品種名　  ヒノヒカリ

品種名

品種名

JA育苗センター

その他

トップガンGT1キロ粒剤51

トップガンＬフロアブル

トップガンＬジャンボ

クサホープD粒剤

ガンガン1キロ粒剤

ガンガンジャンボ

クサトリーBSX1キロ粒剤51

クリンチャーバスME液剤

クリンチャー1キロ粒剤

ハイカット1キロ粒剤

テッケン（ニトウリュウ）1キロ粒剤

㎖

パック

パック

サラブレッドKAI 1キロ粒剤
サラブレッドKAIフロアブル
サラブレッドKAIジャンボ

kg
㎖

パック
kg

kg

kg

kg

kg

㎖

kg

kg

テクリードCフロアブル
スミチオン乳剤

タチガレエースM液剤

ベンレート水和剤

デジタルバウアー箱粒剤

プリンス粒剤

フェルテラチェス箱粒剤

とれ太郎

ミネラルＧ
アヅミン

けい酸加里
ちくごのめぐみ444

エムコート2000

元ヒ一発1号

NK2号
ワンショットエムコート206

kg

kg
kg

kg
箱

箱

㎖
㎖

㎖ダコレート水和剤
㎖

kg

g

kg

kg
kg

kg
kg

kg
kg

kg
kg

kg
kg

実施項目

初期（一発）
除 草 剤

中 後 期
除 草 剤

ブラシンバリダジョーカー粉剤DL

スタークル粉剤DL

コラトップジャンボP

ビームアプロードスタークル粉剤5DL

㎖
㎖
㎖
㎖

kg

スクミノン kg

ジャンボたにし君

アプロードスタークルゾル
ビームゾル
ブラシンバリダフロアブル
MR．ジョーカーEW
スタークル粒剤

kg
パック

kg

kg

kg

病 害 虫
防 　 除

委託先名

苗　の
委託先

種子消毒

床土消毒

箱 施 薬

土壌改良
資　　材

基　　肥

追　　肥

★生産履歴記帳により安全・安心で品質の良い米を消費者に届けよう!!★農薬は保管庫等に入れるなどして、きちんと管理しましょう！　　

●農家自ら進めよう。米の消費拡大
●稲ワラ・麦ワラは流出防止や土づくりのため、堆肥と交換するか全量すき込みましょう

●農薬購入の際は印鑑が必要です。

※注意①:種子更新欄は、購入された品種と種子購入量を記入して下さい。
※注意②:資材・農薬名のない場合は、空白欄に使用された資材名・農薬名と使用量を記入して下さい。

資材・農薬名 ○印 使用量 資材・農薬名 ○印 使用量

刈り遅れを
　　 なくそう。
〈カメムシ対策〉

　穂肥時期までに、畦畔及び休耕
田の除草を徹底しカメムシの発生
源をなくしましょう。ただし、出
穂してからの除草は禁物です（カ
メムシの稲への移動を促す）。
　ほ場でカメムシを見つけたら必
ず防除して下さい（斑点米による
等級低下防止のため）。

刈 取 適 期

品 種 名 籾 水 分

22～28%

22～28%

70%以上

70%以上

黄 化 籾

元気つくし

ヒノヒカリ

幼穂
形成期 出穂期穂の
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ステージ

月 ６
旬

水管理

上 中 下
７

上 中 下
８

上 中 下
９

上 中 下
１０

上 中 下

月 ６
旬 上 中 下

７
上 中 下

８
上 中 下

９
上 中 下

１０
上 中 下

成熟期登熟期有効分げつ期育苗期

定
期
的
に
ほ
場
巡
回
を
行
い
生
育
を
把
握
し
適
期
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除（
基
本
）

平 成 3 0 年 産 水 稲 栽 培 管 理 記 入 欄

5月

中旬 下旬

7月

上旬 中旬 下旬

8月

上旬 中旬 下旬

6月

上旬 中旬 下旬

9月

上旬 中旬 下旬

10月

上旬 中旬 下旬

!
!

園芸品目等の隣接ほ場は粉剤の
散布を避け、液剤（飛散防止ノズ
ル）又は粒剤散布に切り替える。
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※追肥一発の場合、8月上旬に全量施用する。

等
級
1

2

3

0.1

％

最高限度

0.3

0.7

1粒

カルトン中の粒数

3粒

7粒

斑点米

主なカメムシ

約
16
㎜

クモヘリカメムシ
（緑色）

ホソハリカメムシ
（茶色）

9

11
㎜

〜

ミナミアオカメムシ
（緑色）

14

16
㎜

〜

8.27 上の中 やや弱やや弱84 55510.7ヒノヒカリ

間断かん水

間断かん水
※落水時期は、刈取
　作業に支障がない
　範囲でできるだけ
　遅くする。

浅　水 間断かん水中干し 間断かん水 落水たん水元気つくし

ヒノヒカリ 浅　水 間断かん水 間断かん水 落水 収穫7～10日前中干し たん水

基　肥

ちくごのめぐみ444

穂肥① 穂肥② 追肥一発の場合 一発肥料の場合

NK2号

16-0-16

ワンショットエムコート206 エムコート2000

14-14-14 20-0-16 20-10-10成分（N-P-K）

元ヒ一発1号

20-10-10

30 15ヒノヒカリ 35

30 3515 10 15元気つくし

ハイカット1キロ粒剤 移植後15日～ノビエ3.5葉期 10a当たり1kgを湛水処理。
（散布後効果発現まで2～3週間程度要します）
クリンチャーバスME液剤移植後15日～ノビエ5葉期 10a当たり1ℓを水70～100ℓに
希釈し浅水又は落水処理。

移植同時施用は、薬害が出やすいので、散布後できるだけ早く入水し、オーバーフローが起こらない
ように止水する。（除草効果、薬害軽減のため）土の戻りが悪いところでは使用しない。

クリンチャー1キロ粒剤移植後7日～ノビエ4葉期  10a当たり1kgを湛水処理。

（1）使用基準を厳守し、適正な使用に努める。
（2）降雨直前、直後の処理は避ける。
（3）処理後最低7日間は田面が露出しないように水深3～5cmを保つ。
　 途中、水の補給が必要な時は、水尻を止めゆっくり水を入れる。

【ヒエ及び広葉雑草が残る場合】

【ヒエのみが残る場合】

除草剤使用上の注意事項

薬　剤　名 使 用 時 期 使用上の留意点10a当たり散布量

移植直後～
ノビエ3葉期ガンガン 1キロ粒剤 1kg イグサ近隣田では使用しない。

移植同時処理が可能である。

移植直後～
ノビエ3葉期

移植直後～
ノビエ2.5葉期サラブレッドKAI フロアブル

トップガンGT　1キロ粒剤51

500㎖

1kg

移植後3日～
ノビエ2.0葉期クサホープD粒剤 3kg

一年生雑草やウリカワ、藻類の発生
が多い場合に使用する。

移植直後～
ノビエ2.5葉期サラブレッドKAI 1キロ粒剤 1kg

イグサ近隣田では使用しない。
移植同時処理が可能である。

移植直後～
ノビエ3葉期トップガンＬフロアブル  500㎖ イグサ近隣田では使用しない。

移植同時処理が可能である。

イグサ近隣田では使用しない。
移植同時処理が可能である。

イグサ近隣田では使用しない。
移植同時処理が可能である。

移植後3日～
ノビエ2.5葉期ガンガン ジャンボ 10パック イグサ近隣田では使用しない。

移植後～
ノビエ2.5葉期サラブレッドKAI ジャンボ 10パック イグサ近隣田では使用しない。

移植後3日～
ノビエ2.5葉期トップガンＬジャンボ 10パック

イグサ近隣田では使用しない。
湛水状態（5～6cm）を保つ。

6
〜
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日
程
度
行
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本
/
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く
乾
か
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よ
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中
干
し
は
田
面
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播 種 作 業2.
播　　　種
○播種時のかん水を兼ねて、タチガレエースM液剤1,000倍液を箱当たり1ℓ潅注する。
○播種量は1箱当たり乾籾140～160g、催芽籾で1.5合～1.8合とし、うす播きする。

覆　　　土
○覆土は4～5ミリ程度とし、覆土後はかん水しない。

育 苗 管 理3.
出　　　芽
（平床出芽） 苗床の上にビニールを

敷きさん木を置く。

○上部からかん水する場合、寒冷紗二重の期間は1日1回、寒冷紗除去後は1日2～3回ジョロ等
　でかん水する。
○下部給水の場合は揚床水苗代とし、1日1回苗代の床面まで湛水して十分吸水させた後、直ち
　に落水する。ただし、寒冷紗二重の期間は、上部灌水が望ましい （過湿による根張り不良対策）。

水　管　理

○カビが発生した場合はダコレート水和剤500倍液（水50ℓに100g→100箱分）を1箱500mℓかん注する。
○苗いもちが発生した場合はビームゾル150～500倍液を1箱500㎖散布する。

病害虫防除

○肥料不足を生じた場合は、硫安の300倍液（水10ℓ、硫安33gで約20箱分）を施用する。
追　　　肥

①苗床の準備として、床面を十分均平にし、ビニールを敷き、薄いさん木を並べる。
②覆土後直ちに育苗箱を苗床に並べ、その上に寒冷紗を二重にしてゆるやかにベタがけする。
③二重被覆日数は7日程度とし、その後一重被覆を2～3日とする。二重から一重に移る目安は、
　葉令1.1～1.3枚程度、苗長が4～5cm程度になった頃とする。

平床出芽法 タル木などで
しっかり押える

さん木又はパイプを敷く

カンレイシャ（二重）
　　 ベタかけ

ビ
ニ
ー
ル
を
敷
く

準 備 作 業1.
床　　　土
○水田土（山土）は、5ミリ前後の篩でふるい、焼もみがらを3分の1程度混ぜる。
○床土は1箱当たり4ℓ、合成培土の場合は3kg必要。

肥料の混合
○育苗肥料（4-4-4）を1箱当たり山土の場合は20g、水田土の場合は10g、床土に混合しておく。
○合成培土の場合、肥料を混ぜる必要はない。

種　　　籾
○種子消毒は、テクリードCフロアブル100㎖とスミチオン乳剤20㎖を水20ℓにとかして24時間浸漬
　する。さらに、「いもち病｣対策としてベンレート水和剤20ｇを水20ℓにとかして24時間浸漬する。
　薬液20ℓで10kgの種籾が消毒できる。
  ※使用済みの薬液は適正に処理する。　※種子消毒廃液はクリーク河川に直接流さない。
○浸種が終了したら水洗いせず、そのまま停滞水（おけ等）につけ、毎日水を交換する。
○種籾は鳩胸程度に、催芽させる。

稚苗育苗の重点
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